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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月16日(2018.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報を可変表示する可変表示手段にあらかじめ定められた特定表示結果が導出表示
されたときに遊技者にとって有利な有利状態に制御する遊技機であって、
　前記可変表示手段における識別情報の可変表示パターンを決定する可変表示パターン決
定手段と、
　前記可変表示パターン決定手段による決定結果にもとづいて、識別情報の可変表示を実
行する可変表示実行手段と、
　所定条件の成立にもとづいて、特定画像を表示する特定画像表示手段と、
　識別情報の可変表示にて、前記特定画像表示手段によって表示された前記特定画像を特
殊画像に変化させる特定演出を複数のタイミングで実行可能な特定演出実行手段とを備え
、
　前記特定演出実行手段は、可変表示パターンに応じて異なるタイミングで前記特定演出
を実行可能とする
ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　(手段Ａ)上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、識別情報を可変表示する可変表
示手段にあらかじめ定められた特定表示結果が導出表示されたときに遊技者にとって有利
な有利状態に制御する遊技機であって、前記可変表示手段における識別情報の可変表示パ
ターンを決定する可変表示パターン決定手段と、前記可変表示パターン決定手段による決
定結果にもとづいて、識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段と、所定条件の成
立にもとづいて、特定画像を表示する特定画像表示手段と、識別情報の可変表示にて、前
記特定画像表示手段によって表示された前記特定画像を特殊画像に変化させる特定演出を
複数のタイミングで実行可能な特定演出実行手段とを備え、前記特定演出実行手段は、可
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変表示パターンに応じて異なるタイミングｐで前記特定演出を実行可能とすることを特徴
とする。
　（手段１）本発明による他の遊技機は、各々を識別可能な複数種類の識別情報（例えば
、第１特別図柄、第２特別図柄または演出図柄）を可変表示する可変表示手段（例えば、
特別図柄表示器１８ａ，１８ｂ、演出表示装置９）にあらかじめ定められた特定表示結果
（例えば、大当り図柄）が導出表示されたときに遊技者にとって有利な特定遊技状態（例
えば、大当り遊技状態）に制御する遊技機であって、可変表示手段における識別情報の可
変表示パターン（例えば、変動パターン）を決定する可変表示パターン決定手段（例えば
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ１０５を実行する部分）と
、可変表示パターン決定手段による決定結果にもとづいて、識別情報の可変表示を実行す
る可変表示実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップ
Ｓ８００６，Ｓ８１０５を実行する部分）と、所定条件の成立（例えば、始動入賞時コマ
ンドによって特定される変動パターンが特定の演出態様（スーパーリーチなど）である場
合や、変動開始時において当該変動表示の変動パターンが特定の演出態様（擬似連やスー
パーリーチなど）である場合、大当り遊技開始時において大当り遊技後に制御される遊技
状態が特定の遊技状態（例えば、確変状態や時短状態）である場合や、そのような遊技状
態に制御される期間（変動回数）が特定期間（特定変動回数）以上である場合）にもとづ
いて、特定画像（例えば、プレゼント画像）を表示する特定画像表示手段（例えば、演出
制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ３５０７を実行する部分）と、識
別情報の可変表示にて、特定画像表示手段によって表示された特定画像を用いた特定演出
を複数のタイミング（例えば、予告対象の変動表示において、リーチ前の擬似連１回目や
擬似連２回目、リーチ後のスーパーリーチ発展前や発展後の他、大当り遊技中など。また
、例えば、変動開始時にプレゼント画像が表示されたときに、当該変動表示で複数回行わ
れる再変動の最後の再変動が実行されるタイミングなど。また、大当り遊技中にプレゼン
ト画像が表示されたときに、大当り遊技後の予告対象の変動表示が実行されるタイミング
など）で実行可能な特定演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００
におけるステップＳ４２０５を実行する部分）とを備え、特定演出実行手段は、いずれの
タイミングで実行されるかによって遊技に関する期待度（例えば、変動パターン（リーチ
）期待度や大当り期待度の他に、確変期待度、ラウンド数期待度、潜伏期待度、確変回数
期待度、時短回数期待度など）が異なるように特定演出を実行する（例えば、演出制御用
マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ４００５を実行する部分。図４２（Ｂ）
～（Ｄ）参照）ことを特徴とする。そのような構成により、特定画像を用いた演出の演出
効果を向上させることができる。
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